
（参考） 児童福祉法条文 

 

【児童相談所長の市町村の長への通知】 

第 63 条の２ 

児童相談所長は、当分の間、第二十六条第一項に規定する児童のうち身体障害者

福祉法第十五条第四項の規定により身体障害者手帳の交付を受けた十五歳以上

の者について、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

第五条第十一項に規定する障害者支援施設（次条において「障害者支援施設」と

いう。）に入所すること又は障害福祉サービス（同法第四条第一項に規定する障

害者のみを対象とするものに限る。次条において同じ。）を利用することが適当

であると認めるときは、その旨を身体障害者福祉法第九条又は障害者の日常生

活及び社会生活を総合的に支援するための法律第十九条第二項若しくは第三項

に規定する市町村の長に通知することができる。 

 

第 63 条の３ 

児童相談所長は、当分の間、第二十六条第一項に規定する児童のうち十五歳以上

の者について、障害者支援施設に入所すること又は障害福祉サービスを利用す

ることが適当であると認めるときは、その旨を知的障害者福祉法第九条又は障

害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第十九条第二項若

しくは第三項に規定する市町村の長に通知することができる。 


